





























Current situation and problems of traffic psychology
― From the standpoint of applied psychology ―







（1990年）の京都での開催を記念して出版された同学会機関誌 International Review of
Applied Psychology では、「日本の応用心理学の現況」と題する特集が編集され、国内準
備委員によってわが国の応用心理学９分野の現況がレビュー報告された。筆者
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